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≪略歴≫もりもと・ちから：
日本歯科大学卒、歯学博士。
東京都北区に森元歯科医院開
設。現在、東京歯科保険医協
会理事、全国保険医団体連合
会（保団連）副会長。歯科技
工士資格、介護支援専門員（ケ
アマネージャー）資格も持つ。

【
連
載
に
あ
た
り
】

　

長
年
に
わ
た
り
、
歯
科
技
工
士
・
歯
科
技

工
所
の
境
遇
が
ひ
ど
く
放
置
さ
れ
て
い
る
。

歯
科
技
工
士
養
成
校
を
卒
業
し
て
五
年
以
内

に
約
七
割
の
歯
科
技
工
士
が
離
職
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
現
実
的
に
は
、
志
望
者
激
減

に
よ
り
養
成
校
自
体
が
閉
校
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
近
い
将
来
、
日
本
か
ら
歯
科
技
工
士

が
い
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
歯
科
技
工
士
問
題
は
、
歯
科
医
療
そ

の
も
の
の
問
題
で
も
あ
る
。
歯
科
医
療
の
中

枢
を
占
め
て
い
る
歯
冠
修
復
、
欠
損
補
て

つ
、
歯
列
矯
正
の
ほ
と
ん
ど
が
歯
科
技
工
士

の
製
作
す
る
歯
科
技
工
操
作
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
こ
で
は
、
東
京
の
歯
科
診
療
所
と
歯
科

技
工
所
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
を
六
回
の
連

載
の
中
で
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、
何

ら
か
の
見
解
を
導
き
出
し
、
解
決
の
糸
口
を

模
索
し
た
い
。

　
　
　
歯
科
技
工
士
問
題
検
討
委
員
会
委
員
長

　
　
　
協
会
理
事
　
　
　
　
　
　
　

森
元
　
主
税

歯
科
技
工
士
を
取
り
巻
く
歯
科
医
療
環
境

　

歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
特
に
大
都
市
部
で
は
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省

が
二
〇
一
九
年
五
月
に
ま
と
め

た
「
医
療
施
設
動
態
調
査
」
に

よ
る
と
、
全
国
の
歯
科
診
療
所

六
万
八
千
四
百
八
十
八
施
設
の

内
、
東
京
都
に
は
一
万
六
百
六

十
四
施
設
が
ひ
し
め
い
て
い
る
。

▼
歯
科
の
疾
病
構
造
変
化

　

う
蝕
の
減
少
や
、
歯
周
病
等

で
歯
を
失
い
た
く
な
い
と
い
う

　

こ
の
よ
う
に
、
歯
科
技
工
士

は
歯
科
医
療
を
担
う
重
要
な
職

種
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

歯
科
診
療
所
に
は
ほ
と
ん
ど
勤

務
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
実
態

で
あ
る
。
以
前
は
、
か
な
り
の

歯
科
技
工
士
が
歯
科
診
療
所
に

勤
務
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

▼
歯
科
技
工
士
を

　

雇
用
で
き
な
い
理
由
は

　

そ
の
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。

歯
科
診
療
所
の
経
営
が
厳
し
い

た
め
、
歯
科
技
工
士
の
雇
用
と

設
備
投
資
が
で
き
ず
、
さ
ら
に

歯
科
衛
生
士
と
比
べ
て
歯
科
技

工
士
は
対
面
行
為
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
、
歯
科
技
工
士
雇

用
に
対
す
る
診
療
報
酬
が
ほ
と

ん
ど
手
当
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
現
在
、
歯
科
大
学
で
の
技

工
操
作
に
か
か
わ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
少
な
く
な
り
、
技
工
操

作
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
に
卒
業

し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
歯

科
医
師
と
歯
科
技
工
士
の
双
方

に
と
っ
て
、
歯
科
技
工
物
に
対

す
る
認
識
や
理
解
度
に
相
違
が

生
じ
る
な
ど
の
事
態
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
し

か
し
、
歯
科
技
工
士
は
歯
科
医

師
が
発
行
す
る
技
工
指
示
書
な

し
で
は
補
て
つ
物
は
製
作
で
き

な
い
決
ま
り
で
あ
る
。

　

歯
科
技
工
士
は
技
術
職
で
あ

り
、
歯
科
技
工
物
と
い
う
物
作

り
（
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
）
の
匠
（
職
人
）
と
し
て
の

特
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
歯
科

技
工
物
は
、
患
者
の
口
腔
内
で

機
能
す
る
「
食
べ
る
こ
と
を
支

え
る
人
工
臓
器
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
患
者
に
と
っ

て
重
要
な
人
工
臓
器
に
対
す
る

評
価
（
対
価
）
が
あ
ま
り
に
も

低
い
こ
と
が
本
テ
ー
マ
の
歯
科

技
工
士
問
題
で
あ
る
。

　

次
号
か
ら
は
、
そ
の
問
題
点

を
探
っ
て
み
た
い
。

  　2020年9月から 　2020年9月から

前歯ＣＡＤ／ＣＡＭ冠が保険収載前歯ＣＡＤ／ＣＡＭ冠が保険収載
材料の特性や症例に応じた適切な使用を

　

前
号
既
報
の
通
り
、
九
月
一

日
か
ら
前
歯
部
に
も
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
が
保
険
適
用
に
な
っ

た
。

▼
点
数
は
千
七
百
七
十
六
点

　

対
象
歯
は
前
歯
部
で
、
歯
科

用
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
が
な
い
患

者
や
第
二
大
臼
歯
が
す
べ
て
残

存
し
て
い
な
い
患
者
で
も
算
定

で
き
る
。
点
数
は
千
七
百
七
十

六
点
（
技
術
料
千
二
百
点
＋
材

料
料
五
百
七
十
六
点
）
で
、
歯

冠
形
成
料
な
ど
そ
の
他
の
点
数

は
臼
歯
部
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

冠
と
同
様
で
あ
る
。

▼
地
方
厚
生
局
へ
の

　

届
出
の
し
直
し
は
不
要

　

算
定
に
際
し
て
は
施
設
基
準

を
地
方
厚
生
局
に
届
出
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
す
で
に
届
出
し

て
い
る
保
険
医
療
機
関
に
つ
い

て
は
届
出
を
し
直
す
必
要
は
な

い
。

　

ま
た
、
前
歯
部
で
あ
る
た
め

歯
冠
補
綴
時
色
調
採
得
検
査
や

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ク
ラ
ウ
ン
を
算

定
で
き
、
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
維
持
管
理
料
の
対
象
と
な

る
。
レ
セ
プ
ト
は
、「
歯
冠
修

復
お
よ
び
欠
損
補
綴
」
欄
の

「
そ
の
他
」
欄
に
、「
歯
Ｃ
Ａ

Ｄ
（
Ⅳ
）
千
七
百
七
十
六
点
×

一
」
な
ど
と
記
載
す
る
。

　

材
料
と
し
て
は
、
前
歯
部
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
の
ブ
ロ
ッ

ク
で
あ
る
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

冠
用
材
料
（
Ⅳ
）」
を
用
い
る

必
要
が
あ
る
。

　

本
材
料
は
エ
ナ
メ
ル
色
（
切

縁
部
色
）
と
デ
ン
テ
ィ
ン
色

（
歯
頚
部
色
）、
及
び
こ
れ
ら

の
移
行
色
（
中
間
色
）
を
含
む

複
数
の
色
調
を
積
層
し
た
構
造

を
持
っ
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
、
九
月
一
日
時
点
で
は
材

料
は
「
カ
タ
ナ 

ア
ベ
ン
シ
ア 

Ｎ
」（
ク
ラ
レ
ノ
リ
タ
ケ
デ
ン

タ
ル
株
式
会
社
）
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
前
歯
部
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
材
料
（
Ⅳ
）
を
用

い
た
場
合
は
、
大
臼
歯
と
同
様

に
、
製
品
に
付
属
し
て
い
る
、

使
用
し
た
材
料
の
名
称
お
よ
び

ロ
ッ
ト
番
号
等
が
記
載
さ
れ
た

文
書
（
シ
ー
ル
等
）
を
保
存
し

て
管
理
す
る
（
カ
ル
テ
に
貼
付

す
る
等
）。
保
存
し
忘
れ
な
い

よ
う
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

▼
前
歯
部
歯
冠
修
復

　

選
択
肢
が
３
種
類
に

　

本
材
料
の
保
険
収
載
に
よ

り
、
前
歯
部
の
歯
冠
修
復
の
選

択
肢
が
、
レ
ジ
ン
前
装
金
属

冠
、
硬
質
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

冠
お
よ
び
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

の
三
種
類
に
広
が
っ
た
。
材
料

の
特
性
や
症
例
に
応
じ
、
適
切

な
使
用
が
望
ま
れ
る
。

　図：「タナカ アベンシア Ｎ」を用いた前歯部CAD/CAM冠
　　　（2020年8月19日開催の中医協資料より）

口
腔
衛
生
へ
の
国
民
の
意
識
の

変
化
に
よ
り
、
歯
科
固
有
の
疾

病
構
造
は
、
治
療
中
心
型
か
ら

治
療
・
管
理
・
連
携
型
へ
、
つ

ま
り
歯
の
形
態
回
復
か
ら
口
腔

機
能
の
維
持
・
回
復
へ
と
シ
フ

ト
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
超
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
誤
嚥
性
肺

炎
や
認
知
症
患
者
の
口
腔
機
能

の
問
題
な
ど
は
、
歯
の
修
復
な

ど
口
腔
の
問
題
か
ら
、
全
身
疾

患
と
の
関
わ
り
へ
の
対
応
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。

▼
歯
科
診
療
所
に
勤
務
す
る

　

歯
科
衛
生
士

　

こ
の
疾
病
構
造
の
変
化
に
よ

り
、
歯
科
衛
生
士
の
業
務
範
囲

が
診
療
報
酬
で
手
当
て
さ
れ
て

お
り
、
予
防
か
ら
管
理
ま
で
歯

科
衛
生
士
の
活
躍
な
し
に

は
、
歯
科
診
療
所
の
経
営
は
成

り
立
た
な
い
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
し
か
し
、
当
会
で

二
〇
一
九
年
七
～
八
月
に
行
っ

た
「
会
員
の
意
識
と
実
態
調

査
」
に
よ
る
と
、
常
勤
の
歯
科

衛
生
士
が
従
事
す
る
歯
科
診
療

所
は
約
六
割
で
あ
る
。

▼
歯
科
診
療
所
に
勤
務
し
て

　

い
な
い
歯
科
技
工
士

　

一
方
、
歯
科
保
険
診
療
の
中

で
、
歯
冠
修
復
、
欠
損
補
て
つ

に
関
わ
る
治
療
は
（
歯
列
矯
正

は
ほ
と
ん
ど
が
保
険
外
）
四
〇

％
前
後
を
占
め
る
。
こ
れ
ら

は
、
歯
科
技
工
操
作
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
担
う
の

は
、
ほ
と
ん
ど
が
歯
科
技
工
士

で
あ
る
。

 

い
ま
こ
そ

 

考
え
る
時
①

××検検 証証

歯
科
技
工
士

問
題
の
本
質

　会員の皆様へ
新型コロナウイルス感染拡大による

会費免除措置終了についてのお知らせ

　日頃より、当協会活動へのご協力に感謝申し上げます。
また、この度の新型コロナウイルス感染拡大による被害、
影響を受けていらっしゃる皆様に、心よりお見舞い申し上
げます。
　去る6月21日に開催いたしました第48回定期総会の際、第
8号議案「新型コロナウイルス感染拡大による会員の収入減
に対する会費免除の件」が可決され、会員（勤務医会員含
む）、準会員、賛助会員にお納めいただいております会費に
つき、2020年7、8、9月分を免除させていただきました。
　この免除措置が9月を持ちまして終了いたしました。つき
ましては、本年10月分の会費より、これまで通り振替をさ
せていただくことになりましたので（10月分会費振替は9月
25日）、この場をお借りし、改めて会員の皆様へのご報告と
させていただきます。

2020年10月1日　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　東京歯科保険医協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　坪田　有史　　　


